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1.1.1.1. はじめにはじめにはじめにはじめに    

 

本取扱説明書は警報設定器(ＷＳＰ－ＨＬ／ＨＰ)のＬＣＤ表示器を使用しての各種パラメータの設定方法に

ついて記述しております。その他の仕様、取付方法につきましては、本体に同梱されている取扱説明書 

（ＩＭ０４４４）をご参照ください。 

 

 

2.2.2.2. ＬＣＤＬＣＤＬＣＤＬＣＤ表示表示表示表示ととととボタンボタンボタンボタン名称名称名称名称    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な表示内容 

 モニタモード 
警報設定値変更モード 

警報動作設定変更モード 

ツールモード 

実量値確認モード 設定値確認モード 

１１セグメント 

※１ 

１行目 入力値 警報１設定値 設定項目 

２行目 警報動作状態 警報２設定値 ※２ 設定値 

レベル表示 ※１ 入力レベル 非表示 

バックライト 黄色 非警報動作時点灯 ※１ 

赤色 警報動作時点灯 

 

※１：警報未発生状態で約１分間ボタン操作が行われないとき、バックライトは消灯し、 

ＬＣＤ表示は低コントラストで表示します。 

ボタン操作を行うことによりバックライトが点灯し、ＬＣＤ表示は通常のコントラストに 

戻ります。 

また、周囲の環境によっては黄色に見えない場合があります。 

 

※２：ＷＳＰ－ＨＰ（１出力）では設定値確認モード時、２行目には何も表示しません。 

 

ＬＣＤ表示 (バックライト：黄色/警報動作時：赤色) 

Ｕｐ ボタン 

１行目：１１セグメント４ケタ表示 

２行目：１１セグメント４ケタ表示 

入力レベル表示 

(３段階) 

Ｄｏｗｎ ボタン 

Ｍｏｄｅ ボタン 

Ｅｎｔｅｒ ボタン 
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3.3.3.3. ボボボボタンタンタンタン操作操作操作操作とととと動作動作動作動作モードモードモードモード    

 

3333----1.1.1.1. ボタンボタンボタンボタン操作概要操作概要操作概要操作概要    

電源投入後、警報設定器はモニタモード(実量値確認モード)となり、 

入力値及び入力レベルを表示します。 

設定の変更を行う場合、ＬＣＤ表示器のボタン操作によりモニタモードから各モードに移行し、 

設定変更を行います。 

バックライト消灯時、いずれかのボタンを押すとバックライトが点灯します。 

 

3333----2.2.2.2. ボタンボタンボタンボタン操作一覧操作一覧操作一覧操作一覧    

各モードでのボタン操作と動作は下表のとおりです。 

 

○: 短押し(１秒以内) 

◎: 長押し(３秒以上)  

★：同時長押し（３秒以上） 

 

モニタモード(実量値確認モード(電源投入時画面)／設定値確認モード) 

Mode Enter Up Down 動作内容 

○    実量値確認モードと設定値確認モードを切り替える 

◎    警報設定値変更モード(設定選択画面)に移る 

 ◎   警報動作設定変更モード(設定選択画面)に移る 

★   ★ ツールモード(ツール選択画面)に移る 

警報設定値変更モード／警報動作設定変更モード／ツールモード(設定選択画面／ツール選択画面) 

Mode Enter Up Down 動作内容 

  ○ ○ 設定変更項目の選択またはツール実行項目の選択 

 ○   設定変更画面またはツール実行画面に移る 

○    モニタモード(実量値確認モード)に戻る 

警報設定値変更モード／警報動作設定変更モード／ツールモード(設定変更画面／ツール実行画面) 

Mode Enter Up Down 動作内容 

  ○  

設定値の加算または切替え（１秒以上長押しで早送り、３秒以上長押し

で高速早送り） 

   ○ 

設定値の減算または切替え（１秒以上長押しで早送り、３秒以上長押し

で高速早送り） 

 ○   

設定変更を確定し、設定変更選択画面に移る 

選択されたツール処理を実行後ツール実行項目選択画面に移る 

○    

変更された設定値を破棄し、設定変更選択画面に移る 

選択されたツール処理は実行せず、ツール実行項目選択画面に移る 

 ◎   

入力ゼロ・スパン調整値をクリアする 

(入力ゼロ・スパン調整時のみ) 

内部エラー発生時 

Mode Enter Up Down 動作内容 

 ★ ★  エラー表示を解除し、通常動作を再開する 
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3333----3.3.3.3. ボタンボタンボタンボタン操作操作操作操作とととと動作動作動作動作モードのモードのモードのモードの推移推移推移推移    

ボタン操作による動作モードの推移は下図のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※設定値コピー機能は本器では使用できません。また、ＷＳＰ－ＨＰでは１行目表示が「」になります。 

  ：警報２の設定はＷＳＰ－ＨＬ（２出力）のみ設定可能です。 

   ＷＳＰ－ＨＰ（１出力）では表示しません。 

警報動作設定変更モード 

警報動作設定選択画面   １行目表示 

ツールモード 

警報設定値変更モード 

ENTER 

3 秒 

ツール実行画面 

ENTER 

ENTER：決定 

MODE：ｷｬﾝｾﾙ 

MODE 

MODE 

3 秒 

MODE 

警報設定値変更画面 

ENTER 

ENTER：決定 

MODE：ｷｬﾝｾﾙ 

MODE 

+ 

DOWN 

3 秒 

警報 1:警報値設定 

警報 2:警報値設定 

ツール選択画面      １行目表示 

入力ゼロ調整 

入力スパン調整 

警報 1:警報出力テストモード 

警報 2:警報出力テストモード 

設定値コピー※ 

UP/DOWN 

入力ゼロ調整 

入力スパン調整 

警報 1:警報出力テストモード 

警報 2:警報出力テストモード 

設定値コピー※ 

ENTER 

ENTER：決定 

MODE：ｷｬﾝｾﾙ 

        

        

    

        

        

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

UP/DOWN 

    

    

            

    

    

警報動作設定変更画面 

入力スケーリング範囲設定 

入力スケーリングＬｏｗ設定 

入力スケーリングＨｉ設定 

警報 1:警報動作方向設定 

警報 1: 警報ヒステリシス設定 

警報 1:警報遅延時間設定 

警報 1:警報反転設定 

入力フィルタ設定 

起動遅延時間設定 

警報 2:警報動作方向設定 

警報 2: 警報ヒステリシス設定 

警報 2:警報遅延時間設定 

警報 2:警報反転/非反転設定 

入力スケーリング範囲設定 

入力スケーリングＬｏｗ設定 

入力スケーリングＨｉ設定 

警報 1:警報動作方向設定 

警報 1:警報ヒステリシス設定 

警報 1:警報遅延時間設定 

警報 1:警報反転/非反転設定 

入力フィルタ設定 

起動遅延時間設定 

警報 2:警報動作方向設定 

警報 2:警報ヒステリシス設定 

警報 2:警報遅延時間設定 

警報 2:警報反転/非反転設定 

警報値設定選択画面    １行目表示 

警報 1:警報値設定 

警報 2:警報値設定 

UP/DOWN 

MODE 

モ
ニ
タ
モ

ー
ド
（

実
量
値

確
認

モ
ー
ド
（

電
源
投

入
時
画

面
）

 
 
 
 

 
 
 

 
設
定

値
確

認
モ
ー
ド

）
 

MODE 
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4.4.4.4. モニタモードモニタモードモニタモードモニタモード    

 

4444----1.1.1.1. モニタモードモニタモードモニタモードモニタモード概要概要概要概要    

  警報動作を確認し、また各モードへ移行する際の基点となるモードです。 

  スケーリングされた入力値を表示する実量値確認モードと、 

警報設定値を表示する設定値確認モードがあります。 

  実量値確認モードと設定値確認モードは Mode ボタンを短く押すことで切替えることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4444----2.2.2.2. 実量値確認実量値確認実量値確認実量値確認モードモードモードモード    

4-2-1. 通常動作表示 

4-2-1-1. ＬＣＤ表示 

電源投入後または各モードから Mode ボタンを押してモニタモードに戻った場合、 

警報設定器は実量値確認モードとなります。ＬＣＤ表示の１行目にスケーリングされた 

入力値を、２行目に「  」を表示します。入力値の表示は４００ｍｓｅｃ毎に更新されます。 

また、レベル表示部には入力レベルを３段階で表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※表示される実量値は、表示の最下位桁の下の桁で四捨五入された値になります。 

 

入力レベルは入力％値により、下表のようにフルスケールに対して三分割で表示します。 

入力値 レベル表示内容 備考 

０%未満 

 

レベル表示なし 

０％以上３３％以下 

 

左セグメントのみ 

３３％超６６％以下 

 

左・中セグメント 

６６％超１００％以下 

 

左・中・右セグメント 

１００％超 

 

２５０ｍｓｅｃ毎に点滅表示 

 

※約 1分以上ボタン操作が行われない場合、ＬＣＤ表示は低コントラストにて表示します。 

ボタン操作を行うと、通常のコントラストに戻ります。 

  

   
 

 

スケーリングされた入力値 

非警報動作状態 

入力レベル 

  

   
 

 

実量値確認モード 

  

  
 

 

設定値確認モード 

Mode 
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4-2-1-2. バックライト 

バックライトは黄色が点灯します。 

約１分間ボタン操作が行われないとき、バックライトは消灯します。 

   ボタン操作を行うと、バックライトは点灯します。 

 

4-2-2. 警報動作時の表示 

警報動作時、ＬＣＤ表示器のバックライトは赤色に発光し、２行目にて発生している警報の表示が 

５００ｍｓｅｃ毎に点滅します。入力値を警報範囲外にし、警報を解除すると通常動作表示に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※  内の表示は点滅を表します。 

  ※内部における演算処理の関係上、表示値と警報出力動作に差異を生じることがあります。 

 

4444----3.3.3.3. 設定値確認設定値確認設定値確認設定値確認モードモードモードモード    

4-3-1. 通常動作表示 

ＬＣＤ表示の数値表示部には警報設定値を表示します。 

また、レベル表示部には入力レベルを３段階で表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ＷＳＰ－ＨＰ（１出力）では警報設定値（警報２）は表示しません。 

 

※入力レベル表示、バックライトは実量値確認モードと同様の表示となります。 

  詳細は実量値確認モードの各項目をご参照ください。 

 

4-3-2. 警報動作時の表示 

警報動作時、ＬＣＤ表示器のバックライトは赤色に発光し、ＬＣＤ表示内容は警報設定値と 

発生している警報の表示（ＡＬ１またはＡＬ２）が下図のように１秒毎に切替わります。 

入力値を警報範囲外にし、警報を解除すると通常動作表示に戻ります。 

 

   例）ＷＳＰ－ＨＬ（２出力） 警報１ 警報動作時（警報２は非警報動作） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ※警報２警報動作時は、２段目が同様に警報設定値とＡＬ２を交互に表示します。 

警報設定値(警報２) 

  

  
 

 

警報設定値(警報１) 
警報１(ＡＬ１) 

１秒毎に表示が切替わる 

  

  
 

 

  

  
 

 

警報設定値(警報１) 

警報設定値(警報２) 

入力レベル 

警報１，２発生中 

  

 
 

 

警報１発生中 

発生中の警報 

入力値   

  
 

 

警報２発生中 
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5.5.5.5. 設定設定設定設定モードモードモードモード    

 

5555----1.1.1.1. 設定概要設定概要設定概要設定概要    

5-1-1. 概要 

警報設定値の設定を行う警報設定値変更モードと、警報動作の設定を行う警報動作設定変更モードの 

２つのモードで設定を行います。 

各変更モードへはモニタモードからボタン操作により移ります。 

 

5-1-2. 設定に関する注意 

入力スケーリング設定を変更した場合、それに連動して警報設定値と警報ヒステリシス設定値がスケー 

リング幅(入力スケーリングＨｉ設定値と入力スケーリングＬｏｗ設定値の差)に対する比率を保持する 

ように自動的に変更されます。 

入力スケーリング設定を変更後にこれらの設定値を変更する場合にはご注意ください。 

 

例を下記に示します。 

   操作① スケーリングＨｉ設定値を１００．０から２００．０に変更する。 

   操作② 操作①の後、スケーリングＬｏｗ設定値を０.０から１５０．０に変更する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※入力スケーリング設定変更により再計算した各設定値は最下位桁が四捨五入された値で表示されます

が、内部ではスケーリング幅に対する比率を保ったままとなります。

  

   

 

 

  

 

 

 

  

  

 

 

 

   

 

 

 

   

 

 

設定値確認モード表示 

警報１ヒステリシス設定 

警報２ヒステリシス設定 

入力スケーリング Low設定 

入力スケーリング Hi設定 

  

   

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

   

 

 

 

   

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

   

 

 

操作① 

スケーリング幅が倍

になったため、設定値

も 2倍になります。 

警報 1設定値: 

80.0×(200.0/100.0) 

+0.0 = 160.0 

警報 2設定値: 

 20.0×(200.0/100.0) 

 +0.0 = 40.0 

操作② 

操作前 操作①後 操作②後 

スケーリング幅が倍

になったため、設定値

も 2倍になります。 

スケーリング幅が倍

になったため、設定値

も 2倍になります。 

スケーリング幅が 1/4にな

ったため、設定値の幅も1/4

となります。またスケーリ

ング Low設定値分底上げさ

れます。 

警報 1設定値： 

 160.0×(50.0/200.0)  

 + 150.0 = 190.0 

警報 2設定値： 

 40.0×(50.0/200.0) 

 + 150.0 = 160.0 

スケーリング幅が 1/4

になったため、設定値

も 1/4 となります。 

スケーリング幅が 1/4にっ

たため、設定値も 1/4され

て 0.25 となりますが、小数

点 2桁目が表示では四捨五

入されて 0.3が表示されま

す。 

スケーリング幅 

操作①前： 

100.0-0.0 = 100.0 

操作①後 

200.0-0.0 = 200.0 

スケーリング幅が 

2倍に変化 

スケーリング幅 

操作②前： 

200.0-0.0 = 200.0 

操作②後 

200.0-150.0 = 50.0 

スケーリング幅が 

1/4 倍に変化 
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5555----2.2.2.2. 設定項目一覧設定項目一覧設定項目一覧設定項目一覧    

警報設定値変更モード及び警報動作設定変更モードで設定変更を行える設定項目は以下のとおりです。 

 

警報設定値変更モード 

設定項目 機能説明 設定範囲 デフォルト １行目 

警報１： 

 警報設定値 

警報１ 警報設定値 

入力スケーリング値(カウン

ト値)にて任意に設定可能 

スケーリング幅 

の 80% 

        

警報２※： 

 警報設定値 

警報２ 警報設定値 

入力スケーリング値(カウン

ト値)にて任意に設定可能 

スケーリング幅 

の 20% 

        

警報動作設定変更モード 

設定項目 機能説明 設定範囲 デフォルト １行目 

入力スケーリング範囲設定 

入力スケーリング Low/Hi 設定の 

設定範囲と小数点位置を設定 

表示    内容 

99.99 : 0.00～99.99 

999.9 : 0.0～999.9 

9999  : 0～9999 

-9.99 : -9.99～9.99 

-99.9 : -99.9～99.9 

-999  : -999～999 

以上 6モードから選択 

0～999.9     

入力スケーリング Low設定 入力０％時の表示値を設定 入力スケーリング範囲内 0.0         

入力スケーリング Hi設定 入力１００％時の表示値を設定 入力スケーリング範囲内 100.0         

警報１： 

 警報方向設定 

警報１の上方警報：Ｈ動作、 

下方警報：Ｌ動作の設定 

Hi : 上方向 

Lo : 下方向 

形式による     

警報１： 

 警報ヒステリシス設定 

警報１の警報解除時のヒステリシス幅

の設定 

カウント値にて設定 

スケーリング幅

の 0.2%  

    

警報１： 

 警報遅延時間設定 

警報１の警報発生検出から警報出力 

までの遅延時間の設定 

(設定された遅延時間内に警報が解除 

された場合、警報出力はされません。) 

0～999(sec) 0(sec)     

警報１： 

 警報反転/非反転設定 

警報１の警報出力信号の反転/非反転の

選択 

ON  : 反転 

OFF : 非反転  

OFF 

(非反転) 

    

警報２※： 

 警報方向設定 

警報２の上方警報：Ｈ動作、 

下方警報：Ｌ動作の設定 

Hi : 上方向 

Lo : 下方向 

形式による     

警報２※： 

 警報ヒステリシス設定 

警報２の警報解除時のヒステリシス幅

の設定 

カウント値にて設定 

スケーリング幅

の 0.2% 

    

警報２※： 

 警報遅延時間設定 

警報２の警報発生検出から警報出力 

までの遅延時間の設定 

(設定された遅延時間内に警報が解除 

された場合、警報出力はされません。) 

0～999(sec) 0(sec)     

警報２※： 

 警報反転/非反転設定 

警報２の警報出力信号の反転/非反転の

選択 

ON  : 反転 

OFF : 非反転  

OFF 

(非反転) 

    

入力フィルタ設定 

移動平均処理のＯＮ／ＯＦＦ 

入力フィルタをＯＮすること(移動平均

処理)で入力ラインに重畳したノイズの

影響を軽減できます。 

ON  : 移動平均 32回 

OFF : 移動平均 15回  

ON     

起動遅延時間設定 

電源起動時の比較動作開始までの 

遅延時間設定 

0～99(sec) 0(sec)     

※警報２の設定はＷＳＰ－ＨＬ（２出力）のみ設定可能です。 

ＷＳＰ－ＨＰ（１出力）では表示しません。
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5555----3.3.3.3. 警報設定値警報設定値警報設定値警報設定値のののの設定設定設定設定    

    

本設定本設定本設定本設定はカウントはカウントはカウントはカウント値値値値にてにてにてにて行行行行いますがいますがいますがいますが、、、、警報設定値警報設定値警報設定値警報設定値のののの設定後設定後設定後設定後にににに入力入力入力入力スケーリングスケーリングスケーリングスケーリング設定設定設定設定をををを変更変更変更変更したしたしたした場合場合場合場合、、、、    

変更後変更後変更後変更後のスケーリングにのスケーリングにのスケーリングにのスケーリングに応応応応じてじてじてじて設定値設定値設定値設定値がががが自動的自動的自動的自動的にににに変更変更変更変更されますされますされますされますのでのでのでので、、、、本設定本設定本設定本設定をををを行行行行うううう前前前前にににに６６６６ページページページページ    

「「「「5555----1111----2. 2. 2. 2. 設定設定設定設定にににに関関関関するするするする注意注意注意注意」」」」及及及及びびびび１１１１１１１１ページページページページ「「「「5555----4444----2. 2. 2. 2. 入力入力入力入力スケーリングスケーリングスケーリングスケーリング設定設定設定設定」」」」のののの項目項目項目項目をををを必必必必ずずずずごごごご覧覧覧覧    

くださいくださいくださいください。。。。    

 

警報設定値の設定は以下の手順で行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警報設定値変更モード 

(警報設定選択画面) 

  

  

 

 

①モニタモードにて Mode ボタンを３秒押し、警報 

設定値変更モード(警報設定選択画面)へ移ります。 

なお、モニタモード以外のモードから警報設定値変更 

モードへは移ることができません。モニタモード以外 

のモードから警報設定値変更モードへ移る場合、 

Mode ボタンを数回押しモニタモードに戻した後、 

上記のボタン操作を行ってください。 

  

  

 

 

②Upボタンまたは Downボタンを押す度に、警報１(ＡＬ１) 

と警報２(ＡＬ２)の設定値が交互に表示されます。 

なお、ＷＳＰ－ＨＰ(１出力)では警報２の表示は 

ありません。 

② Down、Up 

  

  

 

 

③ Enter 

③各警報設定値を表示した状態で Enter ボタンを 

押すと、警報設定変更画面に切替わり、設定値表示が 

５００ｍｓｅｃ毎に点滅します。 

(  内の表示は点滅を表します。) 

警報設定値変更モード 

(警報設定変更画面) 

④ Down、Up 

④Up、Down ボタンを操作し、設定する警報設定値を 

表示させます。 

※Up、Down ボタンを長押しすることで、 

早送りが可能です。 

  

  

 

 

⑥ Mode 

⑤ Enter 

警報設定値変更モード 

(警報設定選択画面) 

  

  

 

 

モニタモード 

⑤Enter ボタンを押すと表示している設定値を確定し、 

警報設定選択画面に移ります(設定値表示の点滅は 

停止します)。 

⑤’設定をキャンセルしたい場合は、Enter ボタンを 

押さずに Mode ボタンを押してください。 

設定値を確定せずに警報設定選択画面に移ります。 

⑥Mode ボタンを押すとモニタモード（実量値確認 

モード）に移ります。 

⑤’Mode 

① Mode３秒 

  

   

 

 

モニタモード 

Mode 

  

  

 

 

設定値確認モード 

  

   

 

 

実量値確認モード 

警報設定値デフォルト：警報１ スケーリング幅の８０．０％ 

警報２ スケーリング幅の２０．０％ 

 

設定範囲：入力スケーリングＬｏｗ設定値～入力スケーリングＨｉ設定値 
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○警報設定値(カウント値)算出方法 

 警報設定値(カウント値)の算出方法は以下の通りです。 

 

設定値(カウント値)＝(スケーリングＨｉ設定値－スケーリングＬｏｗ設定値)×設定値(％) 

           ×１／１００＋スケーリングＬｏｗ設定値 

 

○警報設定値の設定例 

例１ スケーリングＬｏｗ設定値 が 0.0、 スケーリングＨｉ設定値が 200.0 のとき、 

警報１設定値を１０％にする場合 

 

設定値(カウント値) ＝(200.0 - 0.0)×10 × 1/100 + 0.0 

＝20.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例２ 例１の状態からスケーリングＬｏｗ設定値を 200.0、スケーリングＨｉ設定値を 500.0 に 

   変更したときに、警報１設定値を７０％にする場合 

 

設定値(カウント値) ＝(500.0 - 200.0)×70 × 1/100 + 200.0 

＝410.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 前ページの③までの操作により、警報１設定値の変更画面 

  を表示させます。 

② Up、Down ボタンを操作し設定値を変更します。 

  スケーリングＬｏｗ設定値とスケーリングＨｉ設定値の幅が 

  200.0、スケーリングＬｏｗ設定値が 0.0 ですので、 

  200.0 の 10%を 0.0 に加算した値(20.0)を表示させます。 

③ Enter ボタンを押して設定を確定します。 

① 警報１設定値の変更画面を表示させます。 

  このとき表示される値は、例１で設定した値を 

 新新新新たなたなたなたなスケーリングスケーリングスケーリングスケーリング値値値値でででで換算換算換算換算しししし直直直直したしたしたした値値値値となりますとなりますとなりますとなります。。。。    

② Up、Down ボタンを操作し設定値を変更します。 

  スケーリングＬｏｗ設定値とスケーリングＨｉ設定値の幅が 

  300.0、スケーリングＬｏｗ設定値が 200.0 ですので、 

  300.0 の 70%(210.0)を 200.0 に加算した値(410.0)を表示させます。 

③ Enter ボタンを押して設定を確定します。 
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5555----4.4.4.4. 警報動作警報動作警報動作警報動作のののの設定設定設定設定    

5-4-1. 警報動作設定変更モードへの移行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※警報動作設定選択画面の表示推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※警報２の設定はＷＳＰ－ＨＬ（２出力）のみ設定可能です。 

ＷＳＰ－ＨＰ（１出力）では表示しません。 

 

①モニタモードにて Enter ボタンを３秒押し、警報動作 

設定変更モード(警報動作設定選択画面)へ移ります。 

なお、モニタモード以外のモードから警報動作設定変更 

モードへは移ることができません。 

この場合、Mode ボタンを数回押し、モニタモードに 

戻した後、上記のボタン操作を行ってください。 

②警報動作設定変更モード(警報動作設定選択画面)に移った

とき、入力スケーリング範囲設定が表示されます。Up、

Down ボタンを操作して、設定する項目を表示させて 

ください。Up、Down ボタンを押す度に、表示項目は 

以下のように切替わります。 

入力スケーリング範囲設定 

 

 

 

入力スケーリングLow設定 入力スケーリング Hi設定 

警報１警報動作方向設定 

 

   

 

 

警報１警報ﾋｽﾃﾘｼｽ設定 

 

   

 

 

警報１警報遅延時間設定 

 

    

 

 

警報１警報反転/非反転設定 

 

  

 

 

警報２警報動作方向設定※ 

 

   

 

 

警報２警報ﾋｽﾃﾘｼｽ設定※ 

 

   

 

 

警報２警報遅延時間設定※ 

 

    

 

 

警報２警報反転/非反転設定※ 

 

  

 

 

入力フィルタ設定 

 

  

 

 

起動遅延時間設定 

 

    

 

 

Down 

Up 

Down 

Up 

Down 

Up 

Down 

Up 

Down 

Up 

Down 

Up 

Down 

Up 

Down 

Up 

Down 

Up 

Down 

Up 

Down 

Up 

Down 

Up 

Down 

Up 

  

 

 

 

  

 

 

 

モニタモード 

Mode 

  

  

 

 

設定値確認モード 

  

   

 

 

実量値確認モード 

 

 

 

警報動作設定変更モード 

(警報動作設定選択画面) 

① Enter３秒 
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5-4-2. 入力スケーリング設定 

入力スケーリング設定には、入力スケーリング範囲設定、入力スケーリングＬｏｗ設定、 

入力スケーリングＨｉ設定があります。 

・ 入力スケーリング範囲設定 

入力スケーリングＬｏｗ設定及びＨｉ設定の設定範囲を設定します。 

・ 入力スケーリングＬｏｗ設定値 

入力値が０％のときの値を設定します。 

・ 入力スケーリングＨｉ設定値 

入力値が１００％のときの値を設定します。 

 

実量値確認モードの入力値の値はスケーリング換算された値で表示されます。 

警報設定値及び、警報ヒステリシス設定値は入力スケーリング設定値にて換算された値で 

設定を行います。 

また、入力ゼロ・スパン調整時の入力値の値もスケーリング換算された値で調整します。 

 

5-4-2-1. 入力スケーリング範囲設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※入力スケーリング範囲の設定範囲と表示パターン 

入力スケーリング範囲 

設定範囲 

設定値表

示 

0.00 ～ 99.99  

0.0 ～ 999.9  

0 ～ 9999  

-9.99 ～ 9.99 －－－－    

-99.9 ～ 99.9 －－－－    

-999 ～ 999 －－－－    

 

   入力スケーリング範囲設定デフォルト：0.0～999.9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

－ 

 

 

① Enter 

② Down、Up 

③ Enter 

①5-4-1.の手順で入力スケーリング範囲設定画面を表示 

させた後、Enter ボタンを押すと、警報動作設定変更画面に 

切替わり、設定値表示が５００ｍｓｅｃ毎に点滅します。 

(  内の表示は点滅を表します。) 

 

②Up または Down ボタンを操作して、設定する入力スケーリング 

範囲設定値を表示させます。 

スケーリング範囲設定は下記の６パターンから選択します。 

③Enter ボタンを押すと表示している設定を確定し、警報動作 

設定選択画面に移ります(表示の点滅は停止します)。 

なおなおなおなお、、、、入力入力入力入力スケーリングスケーリングスケーリングスケーリング範囲設定範囲設定範囲設定範囲設定をををを変更変更変更変更したしたしたした場合場合場合場合、、、、入力入力入力入力    

スケーリングスケーリングスケーリングスケーリングＬｏｗＬｏｗＬｏｗＬｏｗ設定及設定及設定及設定及びびびび、、、、入力入力入力入力スケーリングスケーリングスケーリングスケーリングＨｉＨｉＨｉＨｉ設定設定設定設定はははは    

再設定願再設定願再設定願再設定願いますいますいますいます。。。。 

③’設定をキャンセルしたい場合は、Enter ボタンを押さずに 

Mode ボタンを押してください。 

設定値を確定せずに警報動作設定選択画面に移ります。 

③’Mode 
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5-4-2-2. 入力スケーリングＬｏｗ設定、Ｈｉ設定 

入力スケーリングＬｏｗ設定には入力０％時の値を、 

入力スケーリングＨｉ設定には入力１００％時の値を設定します。 

入力スケーリングＬｏｗ設定と入力スケーリングＨｉ設定には同じ値を設定することは出来ません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  デフォルト：入力スケーリングＨｉ設定  １００．０ 

入力スケーリングＬｏｗ設定   ０．０

  

－ 

 

 

  

  

 

 

  

－ 

 

 

  

  

 

 

  

－ 

 

 

  

  

 

 

  

－ 

 

 

  

  

 

 

① Enter 

② Down、Up 

③ Enter 

①5-4-1.の手順で入力スケーリングＬｏｗ設定画面 

または、入力スケーリングＨｉ設定画面を表示させ 

た後、Enter ボタンを押すと、警報動作設定変更画面

に切替わり、設定値表示が５００ｍｓｅｃ毎に点滅し

ます。 

(  内の表示は点滅を表します。) 

②Up または Down ボタンを操作して、設定するスケー 

リング値を表示させます。 

入力入力入力入力スケーリングスケーリングスケーリングスケーリングＬｏｗＬｏｗＬｏｗＬｏｗまたはまたはまたはまたはＨｉＨｉＨｉＨｉ設定設定設定設定のののの設定範囲設定範囲設定範囲設定範囲    

はははは入力入力入力入力スケーリングスケーリングスケーリングスケーリング範囲設定範囲設定範囲設定範囲設定でででで設定設定設定設定したしたしたした範囲範囲範囲範囲とととと    

なりますなりますなりますなります。。。。    

※Up、Down ボタンを長押しすることで、 

早送りが可能です。 

③Enter ボタンを押すと表示している設定値を確定し、 

警報動作設定選択画面に移ります(設定値表示の 

点滅は停止します)。 

なおなおなおなお、、、、スケーリングスケーリングスケーリングスケーリングＬｏｗＬｏｗＬｏｗＬｏｗ設定値設定値設定値設定値とスケーリングとスケーリングとスケーリングとスケーリングＨｉＨｉＨｉＨｉ    

設定値設定値設定値設定値がががが等等等等しいしいしいしい場合場合場合場合、、、、設定値設定値設定値設定値をををを確定確定確定確定することはすることはすることはすることは    

出来出来出来出来ませんませんませんません。Ｌｏｗ。Ｌｏｗ。Ｌｏｗ。Ｌｏｗ設定値設定値設定値設定値ととととＨｉＨｉＨｉＨｉ設定値設定値設定値設定値がががが異異異異なるなるなるなる    

ようにようにようにように設定設定設定設定してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。 

③’設定をキャンセルしたい場合は、Enter ボタンを 

  押さずに Mode ボタンを押してください。 

  設定値を確定せずに警報動作設定選択画面に移り 

ます。 

入力ｽｹｰﾘﾝｸﾞ Hi 入力ｽｹｰﾘﾝｸﾞ Low 

③’Mode 
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5-4-3. 警報動作方向設定 

入力値が警報設定値以上で警報発生させるか、警報設定値以下で警報発生させるかを設定します。 

設定がＨｉのとき、入力値が警報設定値以上となったときに警報発生します。 

設定がＬｏのとき、入力値が警報設定値以下となったときに警報発生します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※警報動作方向設定時の表示パターンと設定内容 

設定表示 警報動作方向設定内容 

    入力値が警報設定値以上で警報発生 

 入力値が警報設定値以下で警報発生 

 

   警報動作方向設定デフォルト：形式による 

 

   

 

 

 

   

 

 

① Enter 

② Down、Up 

③ Enter 

 

   

 

 

 

   

 

 

 

   

 

 

 

   

 

 

 

   

 

 

 

   

 

 

①5-4-1.の手順で警報１警報動作方向設定画面または、 

警報２警報動作方向設定画面を表示させた後、Enter 

ボタンを押すと、警報動作設定変更画面に切替わり、 

設定値表示が５００ｍｓｅｃ毎に点滅します。 

(  内の表示は点滅を表します。) 

 

②Up または Down ボタンを操作して、設定する警報方向 

設定を表示させます。 

③Enter ボタンを押すと表示している設定値を確定し、 

警報動作設定選択画面に移ります(設定値表示の 

点滅は停止します)。 

③’設定をキャンセルしたい場合は、Enter ボタンを 

押さずに Mode ボタンを押してください。 

設定値を確定せずに警報動作設定選択画面に移り 

ます。 

警報２ 警報１ 

③’Mode 
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5-4-4. 警報ヒステリシス設定 

    

本設定本設定本設定本設定はカウントはカウントはカウントはカウント値値値値にてにてにてにて行行行行いますがいますがいますがいますが、、、、警報設定値警報設定値警報設定値警報設定値のののの設定後設定後設定後設定後にににに入力入力入力入力スケーリングスケーリングスケーリングスケーリング設定設定設定設定をををを変更変更変更変更したしたしたした場合場合場合場合、、、、    

変更後変更後変更後変更後のスケーリングにのスケーリングにのスケーリングにのスケーリングに応応応応じてじてじてじて設定値設定値設定値設定値がががが自動的自動的自動的自動的にににに変更変更変更変更されますされますされますされますのでのでのでので、、、、本設定本設定本設定本設定をををを行行行行うううう前前前前にににに６６６６ページページページページ    

「「「「5555----1111----2. 2. 2. 2. 設定設定設定設定にににに関関関関するするするする注意注意注意注意」」」」及及及及びびびび１１１１１１１１ページページページページ「「「「5555----4444----2. 2. 2. 2. 入力入力入力入力スケーリングスケーリングスケーリングスケーリング設定設定設定設定」」」」のののの項目項目項目項目をををを必必必必ずごずごずごずご覧覧覧覧    

くださいくださいくださいください。。。。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  警報ヒステリシスデフォルト：スケーリング幅の０．２％ 

 

設定範囲：０～(入力スケーリングＨｉ設定値－入力スケーリングＬｏｗ設定値) 

 

※警報設定値を超えるヒステリシスを設定した場合、警報が発生したときに警報の解除がされなくなる 

ことがありますのでご注意ください。 

また、意図せずにこのような状態になった場合はヒステリシスの再設定を行ってください。 

 

   

 

 

 

   

 

 

① Enter 

② Down、Up 

③ Enter 

 

   

 

 

 

   

 

 

 

   

 

 

 

   

 

 

 

   

 

 

 

   

 

 

①5-4-1.の手順で警報１警報ヒステリシス設定画面 

または、警報２警報ヒステリシス設定画面を表示 

させた後、Enter ボタンを押すと、警報動作設定 

変更画面に切替わり、設定値表示が５００ｍｓｅｃ 

毎に点滅します。 

(  内の表示は点滅を表します。) 

②Up または Down ボタンを操作して、設定する警報 

ヒステリシス設定値を表示させます。 

※Up、Down ボタンを長押しすることで、 

早送りが可能です。 

③Enter ボタンを押すと表示している設定値を確定し、 

警報動作設定選択画面に移ります(設定値表示の 

点滅は停止します)。 

③’設定をキャンセルしたい場合は、Enter ボタンを 

押さずに Mode ボタンを押してください。 

設定値を確定せずに警報動作設定選択画面に移り 

ます。 

警報２ 警報１ 

③’Mode 
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○警報ヒステリシス設定値算出方法 

警報ヒステリシス設定値の算出方法は以下の通りです。 

 

設定値(カウント値)＝(スケーリングＨｉ設定値－スケーリングＬｏｗ設定値)×設定値(％) 

           ×１／１００ 

 

○ヒステリシスの設定例 

例１ デフォルト状態から警報１ヒステリシス幅を１％に変更する場合 

 

設定値(カウント値) ＝( 100.0 – 0.0 ) ×1.0 × 1/100 

    ＝1.0 

 

 

 

 

 

 

例２ スケーリングＬｏｗ設定値を１００．０、スケーリングＨｉ設定値を９００．０としたときに 

   警報１ヒステリシス幅を５％に変更する場合 

 

設定値(カウント値) ＝( 900.0 – 100.0 ) ×5.0 × 1/100 

    ＝40.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

上記①の操作により、警報ヒステリシス１を表示させます。 

デフォルトではスケーリングＬｏｗ設定値とスケーリングＨｉ 

設定値の幅が 100.0 となっていますので、その１％となる値(1.0)を 

表示させて Enter ボタンを押します。 

 

   

 

 

① 例１同様、上記①の操作により、警報ヒステリシス１を表示させます。 

このとき表示される値は、新新新新たなスケーリングたなスケーリングたなスケーリングたなスケーリング値値値値でででで換算換算換算換算しししし直直直直したしたしたした    

値値値値となりますとなりますとなりますとなります。。。。 

 

 

  

 

 

② スケーリングＬｏｗ設定値とスケーリングＨｉ設定値の幅が 

800.0 ですので、その 5%となる値(40.0)を表示させて Enter 

ボタンを押します。 
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5-4-5. 警報遅延時間設定 

警報発生から警報出力するまでの時間を設定します。 

※設定された遅延時間内に警報が解除された場合、警報出力はされません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※警報遅延時間の設定範囲 

設定範囲 設定単位 

０～９９９秒 １秒 

 

  警報遅延時間設定デフォルト：０(秒) 

 

    

 

 

 

    

 

 

① Enter 

② Down、Up 

③ Enter 

 

    

 

 

 

    

 

 

 

   

 

 

 

    

 

 

 

   

 

 

 

    

 

 

①5-4-1.の手順で警報１警報遅延時間設定画面また 

は、警報２警報遅延時間設定画面を表示させた後、 

Enter ボタンを押すと、警報動作設定変更画面に 

切替わり、設定値表示が５００ｍｓｅｃ毎に点滅 

します。 

(  内の表示は点滅を表します。) 

②Up または Down ボタンを操作して、設定する警報遅延 

時間設定値を表示させます。 

※Up、Down ボタンを長押しすることで、 

早送りが可能です。 

③Enter ボタンを押すと表示している設定値を確定し、 

警報動作設定選択画面に移ります(設定値表示の 

点滅は停止します)。 

③’変更した設定値をキャンセルしたい場合は、Enter 

ボタンを押さずに Mode ボタンを押してください。 

設定値を確定せずに警報動作設定選択画面に移り 

ます。 

警報２ 警報１ 

③’Mode 
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5-4-6. 警報反転／非反転設定 

警報発生時の出力反転／非反転の設定を行います。 

設定がＯＮのとき、警報発生にて出力がＯＦＦします。(出力反転) 

設定がＯＦＦのとき、警報発生にて出力がＯＮします。（出力非反転） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※警報反転／非反転設定時の表示パターンと設定内容 

設定表示 警報反転／非反転設定内容 

    警報動作時出力ＯＦＦ 

 警報動作時出力ＯＮ 

 

    警報反転／非反転設定デフォルト：ＯＦＦ(非反転) 

① Enter 

② Down、Up 

③ Enter 

①5-4-1.の手順で警報１警報反転／非反転設定画面 

または、警報２警報反転／非反転設定画面を表示 

させた後、Enter ボタンを押すと、警報動作設定 

変更画面に切替わり、設定値表示が５００ｍｓｅｃ 

毎に点滅します。 

(  内の表示は点滅を表します。) 

②Up または Down ボタンを操作して、警報出力の 

反転／非反転設定を表示させます。 

③Enter ボタンを押すと表示している設定値を確定し、 

警報動作設定選択画面に移ります(設定値表示の 

点滅は停止します)。 

③’設定をキャンセルしたい場合は、Enter ボタンを 

押さずに Mode ボタンを押してください。 

設定値を確定せずに警報動作設定選択画面に 

移ります。 

 

   

 

 

 

   

 

 

 

   

 

 

 

   

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

警報２ 警報１ 

③’Mode 
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5-4-7. 入力フィルタ設定 

入力フィルタ(移動平均回数)の設定を行います。 

入力フィルタをＯＮにすることで入力ラインに重畳したノイズの影響を軽減できます。 

 

設定ＯＦＦのとき、４．５８ｍｓｅｃ毎に１５回の移動平均を行い応答時間が約５０ｍｓｅｃと 

なります

※1

。 

設定ＯＮのとき、４．５８ｍｓｅｃ毎に３２回の移動平均を行い応答時間が約１００ｍｓｅｃと 

なります

※1

。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※入力フィルタ設定時の表示パターンと設定内容 

設定表示 設定内容 

    入力フィルタＯＮ(移動平均３２回・応答時間約１００ｍｓｅｃ

※1

) 

 入力フィルタＯＦＦ(移動平均１５回・応答時間約５０ｍｓｅｃ

※1

) 

 

    入力フィルタ設定デフォルト：ＯＮ 

 

    ※１：応答時間は入力変化０～１００％、警報設定値が入力値の５０％に相当する値のとき、 

警報が出力されるまでの時間です。(警報遅延時間設定および警報ヒステリシス設定が最小 

の場合） 

 

① Enter 

② Down、Up 

③ Enter 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

   

 

 

 

   

 

 

①5-4-1.の手順で入力フィルタ設定画面表示させた後、Enter 

ボタンを押すと、警報動作設定変更画面に切替わり、 

設定値表示が５００ｍｓｅｃ毎に点滅します。 

(  内の表示は点滅を表します。) 

 

②Up または Down ボタンを操作して、設定する入力フィルタ設定を 

表示させます。 

③Enter ボタンを押すと表示している設定値を確定し、警報動作 

設定選択画面に移ります(表示の点滅は停止します)。 

③’設定をキャンセルしたい場合は、Enter ボタンを押さずに 

Mode ボタンを押してください。 

設定値を確定せずに警報動作設定選択画面に移ります。 

③’Mode 
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5-4-8. 起動遅延時間設定 

電源投入から警報動作開始までの時間を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※起動遅延時間の設定範囲 

設定範囲 設定単位 

０～９９秒 １秒 

 

  起動遅延時間設定デフォルト：０(秒) 

 

5-4-9. 設定の終了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

① Enter 

② Down、Up 

③ Enter 

①5-4-1.の手順で起動遅延時間設定画面表示させた後、Enter  

ボタンを押すと、警報動作設定変更画面に切替わり、設定値表示 

が５００ｍｓｅｃ毎に点滅します。 

(  内の表示は点滅を表します。) 

 

②Up または Down ボタンを操作して、設定する起動遅延時間設定を 

表示させます。 

※Up、Down ボタンを長押しすることで、 

早送りが可能です。 

③Enter ボタンを押すと表示している設定値を確定し、警報動作 

設定選択画面に移ります(表示の点滅は停止します)。 

③’設定をキャンセルしたい場合は、Enter ボタンを押さずに 

Mode ボタンを押してください。 

設定値を確定せずに警報動作設定選択画面に移ります。 

 

    

 

 

 

    

 

 

 

    

 

 

 

    

 

 

Mode 

  

   

 

 

警報動作設定選択で Mode ボタンを押すと、警報動作設定変更モード

からモニタモード（実量値確認モード）に移ります。 

③’Mode 
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6.6.6.6. ツールツールツールツール    

 

6666----1.1.1.1. ツールツールツールツール概要概要概要概要    

ツールモードでは警報出力テスト及び入力のゼロ・スパン調整を行うことが出来ます。 

ツールモードへはモニタモードからボタン操作により移ります。 

 

6666----2.2.2.2. ツールツールツールツール項目一覧項目一覧項目一覧項目一覧    

ツールモードから行える項目は以下のとおりです。 

 

設定項目 機能説明 １行目表示 

警報１警報出力テストモード 警報１テスト出力ＯＮ／ＯＦＦ     

警報２警報出力テストモード ※１ 警報２テスト出力ＯＮ／ＯＦＦ     

設定値コピー※２ この機能は本器では使用できません             

入力ゼロ調整 入力のゼロ調整     

入力スパン調整 入力のスパン調整     

※１：警報２の設定はＷＳＰ－ＨＬ（２出力）のみ設定可能です。 

ＷＳＰ－ＨＰ（１出力）では表示しません。 

※２：ＷＳＰ－ＨＰでは１行目表示が「」になります。 

 

6666----3.3.3.3. ツールのツールのツールのツールの実行実行実行実行    

6-3-1. ツールモードへの移行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ツール選択画面の表示推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

① Mode+Down３秒 

①モニタモードにて Mode ボタンと Down ボタンを同時に 

３秒押し、ツールモード(ツール選択画面)へ移ります。 

なお、モニタモード以外のモードからツールモードへは 

移ることができません。この場合、Mode ボタンを数回 

押し、モニタモードに戻した後、上記のボタン操作を 

行ってください。 

②ツールモード(ツール選択画面)に移したとき、警報１警報 

出力テストモード画面が表示されます。Up、Down ボタン 

を操作して、実行する項目を表示させてください。Up、 

Down ボタンを押す度に、表示項目は以下のように 

切替わります。 

ツールモード 

(ツール選択画面) 

警報１警報出力テストモード 

 

  

 

設定値コピー 

入力ゼロ調整 

 

  

 

 

Down 

Up 

Down 

Up 

Down 

Down 

Up 

Down 

Up 

 

  

 

   

 

 

 

入力スパン調整 

 

  

 

 

Up 

警報２警報出力テストモード

 

モニタモード 

Mode 

  

  

 

 

設定値確認モード 

  

   

 

 

実量値確認モード 
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6-3-2. 警報出力テストモード 

警報出力テストモードでは、テスト用に警報出力のＯＮ／ＯＦＦを行うことが出来ます。 

警報出力テストモードの設定は電源遮断時に解除され、電源投入時には実量値確認モードになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※警報出力テストモード時の表示パターンと設定内容 

設定表示 設定内容 

    通常動作 

    警報出力テスト許可 : 出力状態 ＯＮ 

 警報出力テスト許可 : 出力状態 ＯＦＦ 

     

    ※テスト出力時は警報反転／非反転の設定は有効です。 

 

① Enter 

② Down、Up 

③ Enter 

①6-3-1.の手順で警報１警報出力テストモード画面 

または、警報２警報出力テストモード画面を表示 

させた後、Enter ボタンを押すと、ツール実行画面 

に切替わり、設定表示が５００ｍｓｅｃ毎に点滅 

します。 

(  内の表示は点滅を表します。) 

②Up または Down ボタンを操作して、テスト出力する 

警報出力状態を表示させます。 

③Enter ボタンを押すと警報出力は表示している 

出力状態となり、ツール選択画面に移ります。 

③’Mode ボタンを押すと、出力状態は変化せずに 

ツール選択画面に移ります。 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

   

 

 

 

  

 

 

 

   

 

 

 

  

 

 

警報２ 警報１ 

③’Mode 
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6-3-3. 入力ゼロ・スパン調整 

6-3-3-1. ゼロ・スパン調整 

入力ゼロ調整時には入力０％(スプリットＬｏｗ設定値)となる入力信号を入力してください。 

入力スパン調整時には入力１００％(スプリットＨｉ設定値)となる入力信号を入力してください。 

※※※※入力入力入力入力のないのないのないのない状態状態状態状態またはまたはまたはまたは同同同同じじじじ入力信号入力信号入力信号入力信号ででででゼロゼロゼロゼロ調整調整調整調整とスパンとスパンとスパンとスパン調整調整調整調整をををを行行行行わないでわないでわないでわないで下下下下さいさいさいさい。。。。    

正常正常正常正常にににに動作動作動作動作しませんしませんしませんしません。。。。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6-3-3-2. ゼロ・スパン調整値のクリア 

入力ゼロ調整値、入力スパン調整値を個々にクリアし、工場出荷時の状態に戻します。 

なお、両調整値を一括でクリアすることは出来ません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① Enter 

② Down、Up 

③ Enter 

①6-3-1.の手順で入力ゼロ調整または、入力スパン 

調整画面を表示させた後、Enter ボタンを押すと、 

ツール実行画面に切替わり、設定表示が 

５００ｍｓｅｃ毎に点滅します。 

(  内の表示は点滅を表します。) 

 

②Up または Down ボタンを操作して、現在の入力値を 

表示させます。 

なおなおなおなお、ＣＬＲ、ＣＬＲ、ＣＬＲ、ＣＬＲを表示表示表示表示しているときはしているときはしているときはしているときは、、、、調整値調整値調整値調整値のクリアのクリアのクリアのクリア    

モードですモードですモードですモードです。。。。クリアモードではクリアモードではクリアモードではクリアモードでは調整値調整値調整値調整値のクリアをのクリアをのクリアをのクリアを    

実行実行実行実行しますのでごしますのでごしますのでごしますのでご注意注意注意注意くださいくださいくださいください。。。。    

調整値のクリア手順は「6-3-3-2.ゼロ・スパン調整 

値のクリア」を参照してください。 

③Enter ボタンを押すとゼロ調整またはスパン調整を 

完了し、ツール選択画面に移ります。 

③’ゼロ・スパン調整を行わない場合、Mode ボタンを 

押すと、ゼロ・スパン調整を実行せずにツール 

選択画面に移ります。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

① Down、Up 

② Enter 3 秒 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

①6-3-3-1 の①の手順で入力ゼロ調整または、入力 

スパン調整画面のツール実行画面を表示させた後、 

Up または Down ボタンを操作して、ＣＬＲＣＬＲＣＬＲＣＬＲを表示させ 

ます。 

②Enter ボタンを３秒間押すとゼロ調整値または 

スパン調整値をクリアします。 

なおなおなおなお、、、、ゼロゼロゼロゼロ調整値調整値調整値調整値クリアとスパンクリアとスパンクリアとスパンクリアとスパン調整値調整値調整値調整値クリアはクリアはクリアはクリアは    

別別別別々々々々にににに行行行行いますいますいますいます。。。。両方両方両方両方のののの調整値調整値調整値調整値をクリアするをクリアするをクリアするをクリアする場合場合場合場合はははは、、、、    

各各各各々々々々にににに調整値調整値調整値調整値のクリアのクリアのクリアのクリア操作操作操作操作をををを行行行行ってくださいってくださいってくださいってください。。。。 

スパン調整 ゼロ調整 

スパン調整 ゼロ調整 

③’Mode 
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6-3-4. ツールの終了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Mode 

ツール選択画面にて Mode ボタンを押すと、ツールモードから 

モニタモード(実量値確認モード)に移ります。 
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7.7.7.7. 内部内部内部内部エラーエラーエラーエラー発生時発生時発生時発生時のののの表示表示表示表示    

 

警報設定器またはＬＣＤ表示器にエラーが発生した場合、ＬＣＤ表示にエラー情報を表示し、 

ＬＣＤ表示が２５０ｍｓｅｃＯＮ／２５０ｍｓｅｃＯＦＦで点滅します。 

警報設定器にエラーが発生した場合、警報判定処理を停止し、出力をオフにします。 

ＬＣＤ表示器にエラーが発生した場合は警報設定器の警報判定処理、出力処理は通常動作します。 

 

Enter ボタンと Up ボタンを同時に３秒以上押すことにより、エラーを解除し、通常動作を再開します。 

 

※エラー発生時の表示例 

① 警報設定器にエラー発生 

 

 

 

 

 

 

② LCD表示器にエラー発生 

 

 

 

 

 

 

注意 

エラー発生状況により、エラー解除後、再度エラーが発生することがあります。 

エラーが頻繁に発生する場合、エラーコードとエラー発生時の動作状況を弊社までご連絡ください。 

 

 

エラーコード 

警報設定器エラー 

（ＭＡＩＮ） 

  

 

 

 

エラーコード 

ＬＣＤ表示器エラー 

（ＤＩＳＰ） 

   

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご注意 この取扱説明書の内容は、お断りなく変更する場合もありますのでご了承下さい。 

 

          http://www.watanabe-electric.co.jp 

本   社 〒150-0001 東京都渋谷区神宮前 6 丁目 16番 19 号 

TEL 03-3400-6141(代) FAX 03-3409-3156 

大阪営業所 〒564-0063 大阪府吹田市江坂町 1 丁目 14番 33 号 大町ビル 3Ｆ 

TEL 06-6310-6461   FAX 06-6310-6462 

名古屋営業所 〒460-0063 愛知県名古屋市中区錦 1丁目 4番 25 号 伏見 ITビル 5Ｆ 

TEL 052-220-3344   FAX 052-220-3345 

 

IM0442-02 2010 年 7月 10 日



 

 


